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研究成果の概要（和文）：全国における初等教育機関での実践実態調査研究成果およびドイツに

おける幼稚園・小学校の環境教育先進事例を参考として，里庭に関する新たに開発した教材教具

や教育方法によるモデル園での実践検討を実施し、里庭の教育効果と共に幼小連携への有効性が

確認できた。その成果を 3 大学協賛のシンポジウムにて提案指導した。 

 

研究成果の概要（英文）：The experience of nature is indispensable for the development of 
young children. This study is evidently that the Satoniwa has much nature-things , then 
good educational effects for young children and good relationship between Elementary 
school and Kindergarten . 
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１．研究開始当初の背景 

幼児の環境教育や持続可能性教育，特にビ

オトープなど身近な自然環境とかかわる体験

を活用することは，近年注目されている。ま

た，平成 20年度に告示された幼稚園教育要領

には，その重要性が示されていると共に，幼

小連携から小学校教育への発展性についても

言及されている。 

本研究代表者は，30 年ほどこの分野におい

て研究や実践活動を重ねてきており，科学性

の芽生えを促進する幼児期自然教育における

ビオトープの実践的研究にて学校教育学の学

位を取得した。これまで「幼稚園における環

境教育への取り組みに関する研究－ミニビオ

トープ作りを通して－」（平成 14年度基盤研

機関番号：４２６８１ 

研究種目：基盤研究（Ｃ） 

研究期間： 2009 ～ 2011  

課題番号：２１５００８８７ 

研究課題名（和文）幼小連携における持続可能性教育の実践的取組の研究 

―科学性を育む里庭体験の検討― 

研究課題名（英文） Practical study of education for sustainable development into 

connection between kindergarten and elementary school 

－Examination into nursing scientific sense on experiences of satoniwa  - 

研究代表者： 大 澤 力（OSAWA TSUTOMU） 

東京家政大学短期大学部・保育科・教授 

研究者番号：２０３１０３９４ 

 



究（Ｃ－１）課題番号 14580203）および、「幼

児の環境教育における実践的取り組みの研

究：ビオトープによる持続可能性教育の検討」

（平成 18年度基盤研究Ｃ課題番号 18500681）

において、その成果を深めている。さらに，，

幼小連携から小学校教育への発展も視野に入

れるべく，小林辰至・木村吉彦（上越教育大

学）を共同研究者として迎え，初等教育とし

ての位置付けを明確にした実践的研究の成果

を目指し，大澤らは日本の文化や風土に則し

た自然空間である里庭＜園庭や校庭における自然

豊かな場としてのビオトープや飼育栽培の場としての雑

木林や野原，田んぼや畑などといった日本の歴史・文化・

風土を含めた自然を活かす知恵としての里山を子どもた

ちの身近な日常生活の場に再現した空間＞に着目し

て研究を実施した。 

本研究は，こうした背景を有する総合的且

つ発展的な有意で独創性溢れる研究である。

それは，日本全国の初等教育現場である幼稚

園と小学校での環境教育と自然体験に極めて

有効と思われる具体的な一方法としての里庭

の活用に関する，ドイツでの先進事例調査や

全国規模でのアンケート調査およびモデル園

における実践調査や先進実践研究も含めた検

討を行い，その成果を広く啓蒙することを目

的とした 3 大学協賛の公開シンポジウムを企

画するに至った。 

 
２．研究の目的 

本研究の具体的な目的は，以下の３事項に

大別される。 

①幼児・学童期，特に幼小連携における持続

可能性教育における科学性を育む身近な自

然体験の活用に関する先進事例をドイツに

求め，その実踏調査と継続活動調査を依頼

し，意義や効果，理想的なあり方などを探

る。 

②全国の幼稚園と小学校を対象に，どのよう 

に持続可能性教育や科学性を育む自然体験を

認識し，幼小連携も含めた実践を行ってい

るのか。特に，里庭を中心とした教育方法

などの現状やより望ましい教育展開の方法

を把握する。 

③３大学関連モデル園（３幼稚園・３小学校）

にて，現状把握から始め，①・②で得られ

た成果を中心に開発した教育方法を順次実

践するとともに，その意義や効果を検討し，

日本における望ましい幼児・学童期の科学

性を育む持続可能性教育に有意な里庭活用

方法を具体的且つ実践的に幼小教育現場へ

向けて啓発助言できる資料を整え，公開シ

ンポジウムにて提言指導する。 

 

３．研究の方法 

本研究の方法は，以下の3事項に大別される。 

①「ドイツにおける先進事例の実踏調査と継

続活動調査（平成21年度実施）」 

1992年に実施されたリオの環境国際会議以

降「持続可能な社会および未来」に向けて国

家レベルでの素早い対応がとられ，政策的な

内容が盛んに議論されており，政策的な取り

組みにも教育の必要性が前面に打ち出されて

いるドイツに着目し，既に実績のあるベルリ

ンのNGO「緑が学校を作る」協会代表：Ortru

d Kuhl・フランクフルト近郊で日本学科があ

り教育に詳しいトリアー大学講師：担当下羽

友幸・ミュンヘン教育委員会職員であり現地

幼稚園教諭も行っており環境教育に詳しいYu

kiko Bergerの3名をドイツ側の窓口として，

日本側は大澤・尾崎が窓口となり，平成21年

度の実踏調査を実施する。 

＊ 協力者として，Ortrud Kuhl・下羽友幸・

Yukiko Bergerを登録している。 

 

②「アンケートによる実践実態調査（平成22

年度実施）」 

 全国の幼稚園と小学校から任意に抽出した

約2,000園（各1,000件ずつ）を対象として,



どのように持続可能性教育や科学性を育む自

然体験を認識し,幼小連携も含めた実施の具

体的な様子や里庭の有効な活用方法を探るべ

くアンケート調査を実施する。 

 

③「モデル園での教育実態調査（平成21年度

実施）と先進事例・アンケート調査結果を活

用し開発した教育方法の実践検討と3大学協

賛での望ましい活用方法の提言指導（平成2

2・23年度実施）」 

 本研究スタッフが直接指導助言・研究調査

が可能である以下に示す3大学の幼稚園３

園・小学校３校：計６件をモデル園・校とし

て契約。そこで，平成16年度完了のミニビオ

トープ調査の成果やABの成果を基にして開発

した教材教具や教育方法を実践し，その意義

や効果を検討して，日本における望ましい初

等教育での里庭活用方法を提言するため，21

年度から教育内容の検討と里庭の設置・維持

を実施してもらい，22・23年度の本格的な研

究を実践した。 

モデル園： 

1)東京家政大学付属みどりヶ丘幼稚園（東京

都板橋区） 

2)板橋区立金沢小学校（東京都板橋区） 

3)玉川学園幼稚部（東京都町田市） 

4)玉川学園小学部（東京都町田市） 

5)上越教育大学付属幼稚園（新潟県上越市） 

6)上越教育大学付属小学校（新潟県上越市） 

 
４．研究成果 

研究成果は，3事項にまとめ、それぞれにつ

いて以下に記す。 

①「ドイツにおける先進事例の実踏調査と継

続活動調査」 

 ESD の活動を積極的・継続的に行い、（１）

発達に即した ESD の教育プログラムの開

発に役立つ視点、（２）原体験・センスオブ

ワンダーを核とした保育原理、（３）市民活

動を支える社会性、自立、市民性などが育

つ土壌（教育環境）、という３つの観点をも

とに幼児・児童期における ESD のあり方

やアクションプランに活かせる視点を抽出

することを目的に調査した。 

○科学性の芽生えを育む身近な自然環境を

活用している幼稚園（フルンドスベルク通

り 幼 稚 園 （ 独 ： Kindertagesstätte 

Frundsbergstraße） 

○幼稚園と小学校の連携を視野に入れ活動

している小学校（緑の中の小学校（独：

Grundschule im Gruenen） 

 

○幼稚園や小学校と連携した環境教育セン

ターなどの公的機関や NGO・NPO（ミュ

ン ヘ ン 環 境 教 育 セ ン タ ー （ 独 ：

Oekologisches Bildungszentrum 

Muenchen）を実踏調査した。 

結果、1)プログラムではなく、常設の学び空

間（教育環境）が必要,2)こどもとの対話から

生まれるプロジェクト,3)センスオブワンダ

ー体験からの学習サイクル,4)頭・心・手で学

ぶ,5)日常生活にある科学性・ＥＳＤ,6)定着

といった視点が注出できた。 

⑥定着 

④頭・心・手で学

③物語性（ファンタ

①学び空間（学び工房） プログラムではなく

⑤日常生活にある科学

③センス・オブ・ワン

②子どもとの対話からは



これまでみてきたように、幼児・児童期の

ESD には、プログラムではなく学び空間（環

境）が必要であり、子どもとの対話によって

学びのサイクルを子どものペースに合わせ

て作っていく必要があることが確認できた。

教育内容に関しては、子どもの日常生活のな

かにある科学性や ESD のテーマを掘り出し、

それを頭・心・手で学ぶことが大切である。 

 また、学びのサイクルでは、驚きや感動、

不思議さ、畏敬の念などのセンスオブワンダ

ーから素朴な疑問が生まれ、それを獲得する

ための活動と定着が確保されなければなら

ないことがわかった。そして活動は、物語（フ

ァンタジー）のなかに埋め込まれた様式で促

進されることが確認された。 

 

②「アンケートによる持続可能性教育および

里庭についての実践実態調査」 

調査方法は、調査日程：2010 年 10月 30 日

送付・11月 15日回収。調査対象：全国の国・

公・私立の幼稚園・小学校より、県庁所在地

を中心に各 1,000件（計 2,000件）を抽出し、

郵送により送付・回収を実施。調査内容：「園

（校）周辺の自然」「自然の活用」「ビオトー

プ」「持続可能な開発のための教育」「幼小連

携」「回答者の属性」の 6 部門から成る全 36

問、幼稚園では年長児・小学校では 1年生に

関する内容を中心に検討した。  

結果、有効回答数（回収率）：幼稚園 505

件（50.1％）・小学校 369 件（36.9％）とい

ずれも全国調査としては高水準の回収率を

示した。考察として、幼稚園と小学校におい

て、周辺の自然・自然の活用・ビオトープ・

ＥＳＤ・幼小連携を概観すると、総じて幼・

小ともに同様な傾向が見られた。さらに、幼

稚園では原体験の土・火・水・光・空気など

の活動から表現活動などへの情緒を大切に

した傾向があり、小学校では教科目の単元と

いった知的な活動を中心とした教育活動展

開がおこなわれていた。ゆえに、身近な自然

環境を重視し充実させてゆくことにより、Ｅ

ＳＤや幼小連携は推進可能と考えられる。 

さらに、自由記述の分析を行った。結果、

幼稚園では絵を描くことや工作といった製

作や身体を使った遊びといった表現活動、そ

してこれらのための材料集めとしての活動

が主であった。これに対し小学校では、観察

などを通した自然教育活動が主で、理科、ま

たは生活科や総合学習の時間での活動が多

かった。自然教育に関する幼小連携を効果的

にするためには、この相違について考慮する

必要があろう。すなわち、幼児教育における

製作や遊びを中心とした自然活動の中に、生

き物の観察と自然への理解を目指した指導

を含めることも検討すべきだろう。実際に表

現活動と共に観察活動も行われていた。こう

したことより、自然体験を介した幼小連携を

円滑に行うことは可能であり、さらに情緒と

認識、遊びと教科の工夫で中高大へと充実し

た教育展開の可能性が考えられる。 

 

③「モデル園における①・②を基にして開発

した教育方法の実践検討から望ましい活用方

法の検討と3大学協賛によるシンポジウムで

の提言指導」 

 

 



６つのモデル幼稚園と小学校において実践

調査を実施したが、その成果をまとめてみる

と以下のようになる。 

 

＜幼児教育と新入児童の学びをつなぐ 

重要な要素としての「遊び」＞ 

遊びの意義：自分で決めた課題（内なる課題）

を自分の力で解決（実現）しようとする体験 

＝自己実現体験（達成感・成就感） 

⇒自己肯定感 

⇒生きる自信（主体制の源） 

⇒生きる力（の基礎） 

＜人生の根本課題に対応するための原体験＞ 

幼小連携：幼児教育⇔小学校教育 

：遊び＝内なる課題への対応力 

：生活科など＝外からの課題への対応力 

 

自己実現の体験が、幼児期から小学校入学期

の最も必要とされる学びの内容である。それ

は、身近な自然体験が多く遊びとして展開さ

れる里庭体験において達成される可能性が高

い。さらに、科学性の芽生えも育まれる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

かつて、大澤が研究成果としてまとめた「幼

児の発達を促す望ましい自然体験に関する一

考察―ビオトープを中心とした教育効果の構

造的把握による検討―」＜理科教育学研究Vo

l.47(2)p13-20,2006.＞のビオトープにおけ

る幼児の原体験と教育効果の構造図が再度確

認された形となった。ビオトープをさらに工

夫して親しみ易く身近な存在とする「里庭」

の自然体験にて全人格と科学性が育まれるの

である。 

2011年3月11日以降、日本の自然と教育のか

かわりのあり方は、なお一層重要な課題とし

て位置付いて来ている。こうした環境教育か

らＥＳＤ（持続可能な開発のための教育）へ

の必要性が叫ばれるなか，初等教育現場（幼

稚園・小学校の連携を視野に入れた）におけ

る環境教育や持続可能性の教育に関する取り

組みについて調査研究した本報告の意義は重

要且つ緊急な意味を有するものであり，これ

からの望ましい初等教育展開向上に多大な貢

献を及ぼすものである。 

今後は、さらに幼稚園⇔小学校⇔中学校へ

と視野を拡大した研究へと発展させることを

計画している。そのことにより、外からの課

題への対応力＝課題解決能力のさらなる育成

から次の時代を切り開く人材の育成がなされ

るものと確信している。 
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